
令和 8 年度 舞台芸術等総合支援事業（芸術家等人材育成） 

現代舞踊新進芸術家育成 Project  

アウトリーチ Project 劇場外での実践と地域へのコミットメント  

公募プログラム実施要綱 

 

第 1 条（趣旨） 

本要綱は、一般社団法人現代舞踊協会が実施する令和 8 年度舞台芸術等総合支援事業（芸術家等人材育成）

における公募プログラムの実施に必要な事項を定める。 

 

第 2 条（育成対象者） 

自主的な現代舞踊作品の創作・発表活動を行う個人又は団体で、日本国内に活動拠点を有する者とする。 

 

第 3 条（対象プログラム） 

劇場外空間における現代舞踊作品の上演、パフォーマンス、ワークショップその他のアウトリーチ活動とする。 

 

第 4 条（支援金） 

支援金は 1 件 10 万円以上 30 万円以下（税込）とし、事業実施に必要な経費に充当する。 

 

第 5 条（申請） 

応募締切は令和 8 年 11 月 30 日とする。ただし、締切前に本プログラムへの採択者が決定する場合もあることに留

意すること。 

 

第 6 条（選考） 

企画性、アウトリーチ性、地域性、実現可能性及び育成効果を総合的に審査する。 

 

第 7 条（交付） 

支援金は採択後に交付する。 

 

第 8 条（実績報告） 

事業終了後 30 日以内又は令和 9 年 2 月 28 日のいずれか早い日までに報告する。また、本プロジェクトに採択され

た者は、5年間にわたって成果報告（主催事業の実施、イベント等への出演、受賞など）を求められる。 

 

第 9 条（広報協力） 

提出された写真・映像は協会の広報・記録・報告に使用できる。 

 

第 10 条（取消し） 

虚偽申請等の場合は採択取消し及び返還を求めることができる。 

 

第 11 条（保管） 

関係書類は 5 年間保管する。 

 

第 12 条（委任） 

必要事項は協会が別に定める。 


